






















飯
塚
支
部

　
令
和
７
年
２
月
15
日
、
の
が
み
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
ホ
テ
ル
で
「
第
81
回
飯
塚
支
部
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
母
校
の
永
星
副
学

長
、
有
信
会
の
石
橋
理
事
を
含
む
来
賓
14

人
、
会
員
約
40
人
が
参
加
。
全
て
の
議
案

が
承
認
さ
れ
、
懇
親
会
で
は
旧
交
が
温
め

ら
れ
た
。
飯
塚

在
住
の
二
胡
奏

者
、
梶
原
香
織

氏
の
ラ
イ
ブ
で

会
場
は
活
気
に

満
ち
、
飯
塚
市

役
所
か
ら
も
10

人
以
上
が
参
加

し
た
。
来
年
は

さ
ら
に
多
く
の

会
員
の
来
場
を

目
指
す
。

佐
賀
支
部

　
令
和
７
年
５
月
22
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
佐
賀
に
て
「
佐
賀
支
部
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
５
人
、会
員
71
人
、

計
76
人
が
参
加
し
た
。
母
校
の
渡
邉
経
済

学
部
長
、
今
泉
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務

部
長
、
有
信
会
の
川
畑
理
事
長
ら
が
祝
辞

を
述
べ
た
。
令
和
６
年
度
の
事
業
・
決
算

報
告
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
、
役
員
案
が
全
て
承
認
さ
れ
た
。
懇
親

会
で
は
活
発
な
情

報
交
換
や
交
流
が

行
わ
れ
、
新
社
会

人
や
初
参
加
者
も

交
え
、
恒
例
の
記

念
品
抽
選
会
も
好

評
で
あ
っ
た
。
校

歌
斉
唱
で
締
め
く

く
ら
れ
た
。

添
田
支
部

　
令
和
７
年
２
月
９
日
、
め
ん
処
味
の

蔵
九
ち
ゃ
ん
に
て
「
第
45
回
添
田
支
部
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
５
人
、
会
員

９
人
が
集
い
、
長
年
支
部
長
を
務
め
た
廣

田
氏
が
勇
退
し
、満
倉
氏
が
新
支
部
長
に
、

坂
本
氏
、
賀
門
氏
が
新
副
支
部
長
に
就

任
し
た
。
有

信
会
か
ら
水

原
理
事
、
田

川
支
部
、
京

築
支
部
か
ら

も
来
賓
が
訪

れ
、
参
加
者

た
ち
は
親
睦

を
深
め
た
。

長
門
支
部

　
令
和
７
年
５
月
24
日
、
長
門
湯
本
温
泉

の
ホ
テ
ル
西
京
に
て
「
第
36
回
長
門
支
部

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
有
信
会
の
松
原

理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
18
人
の
会
員
が
参

加
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
前
支
部
長
の

瀬
戸
氏
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
、
三
輪
支
部
長
の
退
任

と
大
田
新
支
部
長
の
就
任
が
決
定
し
た
。

懇
親
会
で
は
「
母

校
ク
イ
ズ
」
で
盛

り
上
が
り
、
親
睦

が
深
ま
っ
た
。
校

歌
斉
唱
、
一
丁
締

め
を
も
っ
て
閉

会
。
次
回
は
令
和

８
年
５
月
頃
の
開

催
を
予
定
す
る
。

天
草
支
部

　
令
和
７
年
３
月
８
日
、
い
け
す
料
理
と

ら
や
で
「
天
草
支
部
総
会
・
懇
親
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
母
校
の
山
下
副
学
長
、
有

信
会
の
石
川
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢

16
人
が
出
席
。
大
学
の
最
新
情
報
が
紹
介

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
自
己

紹
介
や
近
況
報

告
、
大
学
時
代
の

思
い
出
話
に
花
が

咲
い
た
。
天
草
経

済
界
で
活
躍
す
る

会
員
の
意
見
交
換

も
行
わ
れ
、
有
意

義
な
時
間
と
な
っ

た
。
今
後
も
会
員

増
加
に
尽
力
す

る
。

日
田
支
部

　
令
和
７
年
５
月
25
日
、
亀
山
亭
ホ
テ
ル

に
て
「
日
田
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

母
校
よ
り
永
田
学
長
、
有
信
会
よ
り
川
畑

理
事
長
を
含
む
来
賓
６
人
、
会
員
12
人
が

出
席
し
た
。
日
田
観
光
祭
の
花
火
大
会
に

合
わ
せ
開
催
さ
れ
、
総
会
時
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
盛
大

な
花
火
を
鑑

賞
し
な
が
ら

和
や
か
な
懇

親
会
と
な
っ

た
。
参
加
者

一
同
、
感
動

的
な
ひ
と
と

き
を
過
ご

し
、
盛
会
の

う
ち
に
無
事

終
了
し
た
。

糟
屋
支
部

　
令
和
７
年
５
月
10
日
、「
第
19
回
糟
屋

支
部
総
会
」
が
八
仙
閣
本
店
で
開
催
さ
れ

た
。
母
校
の
吉
満
副
学
長
、
有
信
会
の
川

畑
理
事
長
、
古
賀
支
部
の
松
浦
支
部
長
が

来
賓
と
し
て
出
席
し
、
会
員
44
人
が
参

加
。
令
和
６
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
、

令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
案
が
承

認
さ
れ
た
。
来
賓
か

ら
の
母
校
近
況
報
告

後
、
懇
親
会
で
は
南

里
前
支
部
長
の
乾
杯

で
和
や
か
な
宴
が
始

ま
り
、
多
様
な
世
代

の
交
流
が
深
ま
っ

た
。
最
後
に
校
歌
斉

唱
で
幕
を
閉
じ
た
。

古
賀
支
部

　
令
和
７
年
５
月
25
日
、
福
津
市
の
正
直

亭
で
「
令
和
７
年
度
古
賀
支
部
総
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
母
校
の
檜
垣
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
長
、
有
信
会
の
水
原
理
事
、
糟
屋
支

部
の
母
里
支
部
長
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員

22
人
が
参
加
し
た
。
桜
の
植
樹
後
の
報
告

や
会
員
加
入
促
進

の
成
果
が
報
告
さ

れ
、
議
事
全
て
が

承
認
さ
れ
た
。
懇

親
会
で
は
大
学
の

近
況
や
思
い
出
話

が
交
わ
さ
れ
、
応

援
部
の
演
武
、
校

歌
斉
唱
、
万
歳
三

唱
で
成
功
裏
に
終

了
し
た
。

北
九
州
支
部

　
令
和
７
年
５
月
16
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
小
倉
で
「
第
58
回
北

九
州
支
部
総
会
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

母
校
の
則
松
副
学
長
、
有
信
会
本
部
の
川

畑
理
事
長
を
含
む
来
賓
15
人
、
会
員
１
３

９
人
、
総
計
１
５
４
人
が
出
席
。
事
業
・

決
算
報
告
、
事
業
計
画
、
役
員
改
選
案
が

承
認
さ
れ
、
日
赤
紺
綬
会
へ
の
寄
付
も
決

定
し
た
。
懇
親
会

で
は
名
刺
交
換
、

居
合
演
武
、
抽
選

会
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

校
歌
斉
唱
、
小
倉

え
び
す
締
め
、
万

歳
三
唱
で
成
功
裏

に
終
了
し
た
。

東
京
支
部

　
令
和
７
年
６
月
７
日
、
千
代
田
区
六
番

町
の
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
主
婦
会
館
）
に
て
「
東

京
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
母
校
よ

り
笹
川
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
、
有
信

会
の
川
畑
理
事
長
な
ど
来
賓
５
人
、
会
員

55
人
が
参
加
し
た
。
定
時
総
会
で
は
支
部

長
挨
拶
の
後
、
令
和
６
年
度
の
活
動
・
決

算
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
７
年
度
の
活

動
計
画
・
予
算
案
が

審
議
さ
れ
承
認
さ
れ

た
。
懇
親
会
は
母
校

の
岡
田
東
京
事
務
所

室
長
代
理
の
乾
杯
で

始
ま
り
、
新
卒
５
人

を
含
む
初
参
加
者
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
校

歌
斉
唱
と
記
念
撮
影

後
、閉
会
と
な
っ
た
。

飯
塚
支
部

　
２
月
21
日
、「
グ
ラ
ン
ド
ベ
ル
ズ

飯
塚
」
に
て
、
母
校
か
ら
加
留
部
副

学
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
名
誉
理
事

長
、
大
野
理
事
長
、
近
隣
支
部
役
員

を
来
賓
に
総
勢
76
人
で
開
催
し
た
。

役
員
改
選
で
土
井
章
子
支
部
長
が
退

任
し
本
松
茂
輝
（
薬
45
）
新
支
部
長

が
承
認
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
飯
塚

ふ
る
さ
と
応
援
大
使
や
福
大
卒
業
生

も
所
属
の
エ
ン

タ
メ
ユ
ニ
ッ
ト

「
ト
キ
ヲ
イ
キ

ル
」
が
歌
や
踊

り
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ

た
。
来
年
の
第

80
回
総
会
に
向

け
新
役
員
で
頑

張
っ
て
い
く
。
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伊
万
里
有
田
支
部

　
令
和
７
年
６
月
７
日
、「
ロ
イ
ヤ
ル
チ
ェ

ス
タ
ー
伊
万
里
」
に
て
「
第
18
回
伊
万
里
・

有
田
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和

32
年
か
ら
平
成
９
年
卒
ま
で
の
31
人
が
参

加
し
た
。
母
校
の
則
松
副
学
長
と
有
信
会

の
村
上
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
大
学
の
現

状
や
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
取
り
組

み
に
期
待
が
高
ま
っ
た
。
支
部
長
挨
拶
で

は
会
員
の
活
躍
が

紹
介
さ
れ
、
結
成

20
周
年
へ
の
参
加

も
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
会
員
間
の
親

睦
が
深
ま
り
、
盛

会
の
う
ち
に
終

了
、
今
後
も
魅
力

あ
る
会
を
目
指

す
。

東
海
支
部

　
令
和
７
年
６
月
21
日
、
名
古
屋
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
に
て
「
第
53
回
東
海
支
部
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
２
人
、
会
員

31
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め
に
校
歌
を
斉

唱
、
竹
嶋
支
部
長
の
挨
拶
で
開
会
。
吉
満

副
学
長
、
水
原
理
事
よ
り
母
校
の
近
況
が

報
告
さ
れ
た
。
令
和
６
・
７
年
度
の
活
動
・

会
計
報
告
、
予

算
案
が
承
認
さ

れ
、
役
員
案
も

決
定
し
た
。
懇

親
会
で
は
新
参

加
者
の
自
己
紹

介
が
行
わ
れ
、

盛
り
上
を
み
せ

た
。
最
後
に
一

丁
締
め
で
散
会

し
た
。

奈
良
支
部

　
令
和
７
年
６
月
７
日
、
亀
の
井
ホ
テ
ル

奈
良
で
「
令
和
７
年
度
奈
良
支
部
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
有
信
会
の
水
原
理
事
を

来
賓
に
迎
え
た
。
多
く
の
会
員
が
参
加
す

る
支
部
活
動
に
は
至
っ
て
い
な
い
現
状
だ

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
傾
向
を
受
け
、
社
会
活
動
の
正
常
化
が

進
む
中
、
支

部
活
動
の
活

性
化
と
回
復

を
継
続
し
て

進
め
て
い
き

た
い
考
え
で

あ
る
。
よ
り

多
く
の
会
員

の
参
加
を
期

待
す
る
。

諫
早
支
部

　
令
和
７
年
７
月
４
日
、
ホ
テ
ル
フ
ラ
ッ

グ
ス
諫
早
に
て
「
令
和
７
年
度
諫
早
支
部

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
５
人
、
会

員
44
人
が
参
加
し
、
母
校
の
小
玉
医
学
部

長
、有
信
会
の
川
畑
理
事
長
ら
を
迎
え
た
。

議
事
で
は
、
令
和
６
年
度
の
事
業
・
決
算

報
告
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算

案
が
承
認
さ
れ

た
。
懇
親
会
で

は
来
賓
挨
拶
、

乾
杯
に
続
き
交

流
が
深
ま
り
、

恒
例
の
抽
選
会

も
賑
わ
っ
た
。

校
歌
斉
唱
と
万

歳
三
唱
で
閉
会

し
た
。

豊
後
高
田
支
部

　
令
和
７
年
６
月
14
日
、
中
之
島
旅
館
に

て
「
豊
後
高
田
支
部
第
２
回
総
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
来
賓
１
人
、
会
員
20
人
が
出

席
し
、
平
野
支
部
長
の
開
会
の
挨
拶
で
幕

を
開
け
た
。
日
頃
の
同
窓
会
活
動
へ
の
感

謝
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
議
事
へ
と
移
り
、

令
和
６
年
度
の
事
業
実
績
と
収
支
決
算
報

告
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
た
。
総
会
後
の

懇
親
会
で
は
、会
友
た
ち
が
親
睦
を
深
め
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

太
宰
府
支
部

　
令
和
７
年
７
月
５
日
、
太
宰
府
市
い
き

い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ
に
て
「
第
21
回

太
宰
府
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
母

校
の
山
下
副
学
長
、
有
信
会
の
村
上
理
事

は
じ
め
来
賓
４
人
、
会
員
21
人
が
参
加
し

た
。
植
原
支
部
長
の
挨
拶
後
、
役
員
変
更

承
認
案
、
事
業
・
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、

事
業
計
画
・
予
算

案
が
全
て
承
認
さ

れ
た
。
総
会
後
に

は
、
地
元
在
住
の

ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
、
岩
石
功
氏
に

よ
る
プ
ロ
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
、
参

加
者
は
束
の
間
の

涼
を
感
じ
た
。

山
鹿
支
部

　
令
和
７
年
６
月
14
日
、
横
手
会
館
に
て

「
第
21
回
山
鹿
支
部
総
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
来
賓
１
人
、
会
員
14
人
が
参
加
し
、

有
信
会
か
ら
は
石
川
理
事
が
来
賓
と
し
て

出
席
し
た
。
本
年
度
も
八
日
会
へ
の
出
席

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
会
員
拡
大
に
繋
げ

て
い
く
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
懇
親
会
に

は
新
た
に
３
人
の
会
員
が
加
わ
り
、
会
場

は
活
気
に
満

ち
溢
れ
、
親

睦
が
深
ま
っ

た
。

筑
紫
野
支
部

　
令
和
７
年
７
月
12
日
、
筑
紫
野
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
「
令
和
７
年
度
第
21

回
筑
紫
野
支
部
総
会
」
が
開
催
。
令
和
６

年
度
の
活
動
・
会
計
報
告
と
令
和
７
年
度

の
活
動
方
針
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
地

域
貢
献
と
し
て
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
の
河

村
院
長
が
講
演
し
、
会
員
と
市
民
50
人
が

熱
心
に
受
講
し
た
。
懇
親
会
は
大
丸
別
荘

に
て
、
母
校
の
山

下
副
学
長
、
有
信

会
の
松
原
理
事
を

含
む
来
賓
５
人
、

会
員
19
人
が
出

席
。
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
交
流

を
深
め
、
校
歌
斉

唱
と
万
歳
三
唱
で

閉
会
し
た
。

浮
羽
支
部

　
令
和
７
年
６
月
14
日
、筑
後
川
温
泉「
桑

之
屋
」
で
「
第
26
回
浮
羽
支
部
総
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
母
校
の
山
下
副
学
長
、
有

信
会
よ
り
吉
田
事
務
局
長
、
筑
後
地
区
各

支
部
の
役
員
を
含
む
来
賓
８
人
、
会
員
42

人
が
出
席
し
た
。
大
学
の
近
況
説
明
や
祝

辞
後
、
活
動
・

会
計
報
告
、
役

員
改
選
案
が
承

認
さ
れ
た
。
懇

親
会
で
は
、
令

和
卒
の
同
窓
生

や
権
藤
う
き
は

市
長
も
加
わ

り
、
世
代
を
超

え
交
流
を
深
め

有
意
義
な
総
会

と
な
っ
た
。

伊
都
支
部

　
令
和
７
年
７
月
11
日
、
福
岡
市
西
区
の

「
山
水
荘
」
で
「
第
23
回
有
信
会
伊
都
支

部
通
常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
母
校
の

志
渡
澤
事
務
局
長
、
有
信
会
の
吉
田
事
務

局
長
の
来
賓
２
人
、
会
員
22
人
が
参
加
。

母
校
の
近
況
や
卒
業
生
の
活
躍
な
ど
有
意

義
な
話
と
激
励
の
祝
辞
を
述
べ
た
。
懇
親

会
は
中
原
副
支
部

長
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
新
旧
会
員
が

世
代
を
超
え
て
談

笑
す
る
活
気
あ
ふ

れ
る
会
と
な
っ

た
。
最
後
に
万
歳

三
唱
で
締
め
く
く

ら
れ
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
た
。

支部だより�（2025年２月～2025年７月開催分）
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◆有信会の主なスケジュール◆

月日 予定行事

9/12 豊和銀行支部総会

9/13 田川支部総会

〃 佐世保支部総会（20周年）

20 工学部（土木・社会デザイン）福陽会総会

27 前期卒業式

下 大野城支部総会

10/4 大分支部総会

〃 第30回記念 福大OB落語会

9 第88回有信チャリティーゴルフ大会

11 鳥取西部支部総会

18 神戸支部総会

〃 山口支部総会

〃 宮崎県支部総会

〃 鹿児島支部総会

22 熊本支部総会（50周年）

25 沖縄支部総会

中 直鞍支部総会

中～下 鳥取中部支部総会

〃 大分銀行支部総会

11/3 法学部同窓会総会

〃 工学部（機械）福機会同窓会総会

11/8 大阪支部総会

〃 京築支部総会

14 下関支部総会

22 理学部創立55周年記念総会・祝賀会

23 商学部第二部同窓会総会

29 岩国支部総会

〃 香川県支部総会

上 宇部支部総会

中 徳島県支部総会

〃 愛媛県支部総会

12/11 第５回理事会・大学との連絡協議会

1/21 令和８年新年賀詞交換会

2/上 第６回理事会

〃 添田支部総会

中 飯塚支部総会

下 工学部同窓会総会

3/7 天草支部総会

19 大学卒業式
［注］上中下は上旬、中旬、下旬
スケジュール等に変更がある場合が
ありますので、事前にご確認くださ
い。

令和６年度　事 業 報 告
一般社団法人福岡大学同窓会有信会は、昭和12年3月に福岡大学の前身福岡高等商業学校第一回生の卒業と同時に発足し、名

称を「友信会」とした。昭和27年5月25日に「有信会」に名称変更し、文部省（現文部科学省）の許可を得て昭和30年2月1日社
団法人有信会として発足し、公益法人制度改革三法の施行により、内閣総理大臣の認可を得て平成25年4月1日に一般社団法人
に移行し、一般社団法人福岡大学同窓会有信会（以下「有信会」という。）に名称変更した。

本年度は、同窓会発足から87年目、社団法人発足から69年目、一般社団法人移行から11年目を迎えた。
有信会の事業としては、母校への支援、公益活動の推進、事業活動の充実と会員相互の親睦強化、各種会議・会合の有効な運

営、広報活動の充実など行った。
１　母校への支援

　母校及び在学生への支援を行った。
⑴母校及び在学生への経済的支援等　令和6年11月4日（月）、卒業生を母校に迎える「ホームカミングデー」の式典と講演会

等を大学との共催によりメディカルホールにおいて行った。永田潔文学長の主催者挨拶に続いて、川畑懿子理事長が共催挨
拶を行った。
　講師　大曲　昭恵氏　（法学部経営法学科昭和55年卒）
　演題　新しい時代へ、今母校に思うこと
大曲氏による講演は、ご自身の体験に基づいて語られ、最後は母校にエールを贈った。
講演会後は、お楽しみ抽選会、和太鼓部「鼓舞猿」による気合溢れるパフォーマンスの披露や応援指導部応援団による卒業
生へのエールなどがあり、会場は大変盛り上がった。

⑵在学生との懇談会を行った。　同年5月13日（月）、在学生の人材育成の取組みとして、産業界などで指導的役割を果たさ
れている多くの先輩と有意義な情報交換の場となる「在学生との懇談会」をホテルニューオータニ博多にて開催した。川畑
懿子理事長が主催者挨拶を行った。続いて永田潔文学長が来賓挨拶を行った。
　講師　ナナイロプリズム福岡ヘッドコーチ　桑水流　裕策氏（スポーツ科学部平成20年卒）
　演題　「スポーツから学んだこと」
7人制ラグビー日本代表としてリオデジャネイロオリンピック出場時の映像を交えて講演いただいた。大学来賓（役職者、
部長、監督等）、在学生、有信会会員（役員、招待者、）約370人が熱心に聞き入った。

⑶有信会奨学基金の奨学生採用式　有信会が、一般社団法人に移行する際に母校に贈った特定寄付金を原資とした「有信会奨
学基金」（貸与型）の奨学生採用式が、同年7月12日（金）ヘリオスプラザ6階ギャラリーで行われた。採用式では、永田潔
文学長から京田彩花さん（薬学部6年）をはじめ6名に奨学生証が授与された。川畑懿子理事長が激励の言葉を贈った。

⑷褒賞金の贈呈　パリオリンピックに出場した、男子走り高跳び真野友博氏（工学部平成31年卒）、女子やり投げ上田百寧氏
（スポーツ科学部令和4年卒）、男子400Ｍハードル筒江海斗氏（スポーツ科学部令和3年卒）、男子ハンドボール中村匠氏（ス
ポーツ科学部平成31年卒）、令和6年度玉竜旗高校剣道大会で優勝した福岡大学附属大濠高校剣道部、阪神タイガースから
ドラフト3位指名を受けた木下里都氏（スポーツ科学部令和5年卒）、北海道日本ハムファイターズからドラフト1位指名を
受けた柴田獅子氏（福岡大学附属大濠高校3年）、第43回全日本女子学生剣道優勝大会で優勝した女子剣道部、ウィンターカッ
プ2024大会で優勝した福岡大学附属大濠高校バスケットボール部に川畑懿子理事長が褒賞金を贈呈した。

⑸就職支援ガイダンス等　在学生と有信会会員との就職相談会など母校キャリアセンターの活動等に協力した。
２　公益活動の推進

　地域社会との連携を深める。また、地域福祉を含めた公益活動を実施した。
⑴講演会の開催　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において、会員大会開催当日、川畑懿子理事長の主催者

挨拶に続いて講演会を開催した。
　講師　 政治ジャーナリスト　田﨑　史郎　氏
　演題　「日本政治の舞台裏」
田﨑氏は、7月の東京都知事選や今秋の自民党次期総裁選について解説。参加者（一般市民、来賓、会員）の約500人が熱
心に聞き入った。

⑵社会福祉活動　有信ゴルフ会は、令和6年10月9日（水）小郡カンツリー倶楽部においてチャリティーゴルフ大会を開催し、
チャリティー募金25万円を社会福祉法人レーブ福岡　障がい福祉サービス事業所立花園（糟屋郡新宮町）に川畑懿子理事
長より寄贈された。

３　事業活動の充実と会員相互の親睦強化
⑴会員大会　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において行った。

川畑懿子理事長の主催者挨拶に続いて永田潔文学長が来賓挨拶を行った。令和５年度の会務報告後、懇親会を開催した。
⑵新年賀詞交換会　令和7年1月22日(水)、ホテルニューオータニ博多において行った。川畑懿子理事長が主催者挨拶を行った。

続いて永田潔文学長が来賓挨拶を行った。
学長をはじめ母校役職者等を招き、新春を祝う恒例の事業で、158人が集った。

⑶有信八日会　会員の懇親、情報交換、異業種交流等の目的
で「有信八日会」を年間8回開催した。冒頭に、川畑懿子
理事長が主催者挨拶を行った。
通常例会は、6回（4月、9月、10月、11月、2月及び3月）、
8月大交流会及び12月忘年八日会と併せて年間参加者数
は、延べ536人であった。

４　各種会議・会合の有効な運営
　各種会議・会合を必要に応じ開催し、組織の活性化に努め

た。
⑴理事会等　令和6年5月2日（木）、6月5日（水）、7月11日（木）、

12月12日（木）、令和7年2月3日（月）の計5回開催した。
理事会では関連する重要事項を精査のうえ審議し、業務の
円滑化に努めた。

⑵定時代議員総会　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオー
タニ博多において行った。
令和5年度事業報告、決算書類等の審議を行った。

⑶地域・職域支部長会　同年6月29日（土）、ホテルニューオー
タニ博多において行った。

⑷各委員会　有信会の活動分野ごとに設けている委員会を必
要に応じて開催した。

⑸母校福岡大学との連絡会議　母校と有信会との意思疎通を図るため、必要に応じ関係役職者や関係部局と連絡会議を行うと
共に、同年12月12日（木）、大学役職者と有信会役職者との連絡協議会を開催した。

５　広報活動の充実
　全国の有信会会員に広報紙「有信」とホームページを通して、有信会の運営方針や活動状況、各支部の活動、母校の現況な

どを発信した。
⑴広報紙「有信」　但し、終身会費未納（一部未納を含む。）

の会員には、8月発行分のみ発送。
⑵ホームページ　会員に最新の情報を届けると共に、各種行

事や支部の行事予定、会員提供による企業情報等を充実、
学生の顕著な活躍や成績のタイムリーな掲載に努めた。また、学生の活動状況を知るために母校ホームページのアクセスが
簡単にできるように努めた。より使いやすいホームページを目指し、随時見直しのための検討を行い改善した。

６　組織の活性化
有信会を支える地域支部63、職域支部36、各学部同窓会,学年別同窓会及び学友会OB会が、各々の趣向で支部総会等を通し
て絆を深めた。
組織の活性化に関する各支部共通の課題は、⑴新規参加者を増やす日常的な努力が必要、⑵資金確保等々であった。
地域支部においても各学部同窓会等と相互に連携することにより、新規の方が参加しやすい企画を行うと共に、異業種間の
交流の促進を図る必要がある。

７　会員データベースの充実と情報管理体制の徹底
会員の住所データや近況情報の更新等のため、日々地道な調査を続けている。特に住所変更調査は、個人情報保護法の施行
に伴い、同窓会名簿の追跡調査に支障をきたすケースも増大している。
広報紙「有信」等発送後、宛先不明として返送された会員について追跡調査を行い、住所判明に努めている。会員の個人情
報に関する情報収集・変更・管理・保全等に関して法令順守に努めた。

８　財政基盤の強化
⑴終身会費徴収の徹底　終身会費未納の卒業生に対し、令和6年8月発行の広報紙「有信」第166号に会費納入依頼書を同封し、

終身会費の納付を依頼した。
⑵経費節減の努力　会議や集会の通知等に郵送だけでなく、メールやFAX等を活用し、郵送費節減に努め、事業活動において

も効率的な運営を行うように努めた。

開催年月日 卓話講師 演　　題
令和  6年
  4月  8日

福岡大学薬学部長
　松末　公彦　先生 知らなかった！食品の意外な話

〃
  7月  8日

福岡大学法学部長
　北坂　尚洋　先生

多様な価値観の尊重をめざして
－私の国際私法研究プロフィー
ルを中心に－

〃
  8月10日

福岡大学病院
救命救急センター長
　仲村　佳彦　先生

30分でひもとく救急医療

〃
  9月  9日

福岡大学副学長
　永星　浩一　先生 福岡大学の近況

〃
10月  8日

福岡大学病院長
　三浦　伸一郎　先生

いつまでも若い血管を
保ちましょう！

〃
11月  8日

福岡大学スポーツ科学部長
　檜垣　靖樹　先生 スポーツと健康

令和  7年
  2月10日

福岡大学工学部長
　辰巳　浩　先生 福岡市の都市計画

〃
  3月10日

福岡大学経済学部長
　渡邉　淳一　先生 価値を評価する

発行年月 号　　数 様　　式 ページ数 印刷部数
令和6年8月 166号 全頁カラー 16 163,600
令和7年3月 167号 全頁カラー 16 103,100
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（単位：円）
科　　　目 予算額（A） 決算額（B）

Ⅰ　事業活動収支の部
　１ 事業活動収入
　　 ①　財産運用収入

財産運用収入 11,000 106,318
　　 ②　会費収入

会費収入⑴ 128,580,000 128,272,500
会費収入⑵ 3,500,000 4,690,000

　　 ③　負担金収入 2,720,000 2,529,000
　　 ④　有信共益事業収入

有信八日会収入 3,700,000 2,780,289
有信ゴルフ会収入 1,950,000 1,652,000

　　 ⑤　雑収入 1,000 0
事業活動収入計 140,462,000 140,030,107

　２ 事業活動支出
　　 ①　事業費支出

母校援助費支出 28,400,000 22,993,101
広報紙発行費支出 31,670,000 29,092,572
ＩＴ事業費支出 4,300,000 1,787,400
会員大会費支出 5,230,000 5,570,869
講演会費支出 4,470,000 2,080,210
新年賀詞交換会支出 2,695,000 2,654,884
支部援助費支出 15,870,000 14,978,985
有信共益事業支出
有信八日会支出 3,700,000 3,936,944
有信ゴルフ会支出 1,950,000 1,670,640
事業費支出計 98,285,000 84,765,605

　　 ②　管理費支出
給料手当支出 16,970,000 12,993,575
福利厚生費支出 2,490,000 1,733,381
退職金支出 0 0
会議費支出 5,550,000 5,523,134
旅費交通費支出 3,925,000 2,738,950
通信運搬費支出 2,230,000 1,692,580
消耗品費支出 870,000 429,848
印刷製本費支出 2,780,000 2,030,153
賃借料支出 900,000 1,086,745
光熱費支出 250,000 208,679
支払手数料支出 250,000 197,834
公租公課 70,000 66,267
雑費支出 4,310,000 3,917,694
管理費支出計 40,595,000 32,618,840
事業活動支出計 138,880,000 117,384,445
事業活動収支差額 1,582,000 22,645,662

Ⅱ　投資活動収支の部
　１ 投資活動収入
　　 ①　退職給付引当預金取崩収入 0 0

投資活動収入 計 0 0
　２ 投資活動支出
　　 ①　特定資産引当資産支出

退職給付引当預金支出 567,000 567,000
　　 ②　固定資産取得支出

事業積立金Ⅰ繰入支出 30,000,000 30,000,000
什器備品取得支出 500,000 104,434
投資活動支出計 31,067,000 30,671,434
投資活動収支差額 △31,067,000 △30,671,434

Ⅲ　財務活動収支の部
　１ その他の収入
　　 前受会費収入 98,175,000 102,270,000

その他の収入計 98,175,000 102,270,000
　２ 収入調整勘定支出
　　 前受会費調整支出 97,425,000 96,975,000

収入調整勘定支出計 97,425,000 96,975,000
財務活動収支差額 750,000 5,295,000

Ⅳ　予備費支出 3,000,000 0
当期収支差額 △31,735,000 △2,730,772
前期繰越収支差額 289,829,993 282,560,036
次期繰越収支差額 258,094,993 279,829,264

令和６年度　貸　借　対　照　表
（令和７年３月31日現在）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現 金 預 金 286,753,295 289,269,818 △2,516,523
預 り 金 預 金 55,178 257,623 △202,445
流動資産合計 286,808,473 289,527,441 △2,718,968

　２．固定資産
⑴　基本財産

基 本 金 資 産 300,000 300,000 0
基本財産合計 300,000 300,000 0

⑵　特定資産
退職給付引当資産 1,182,000 615,000 567,000

特定資産合計 1,182,000 615,000 567,000
⑶　その他固定資産

事 業 積 立 金 Ⅰ 430,000,000 400,000,000 30,000,000
什 器 備 品 483,243 651,082 △167,839
その他固定資産合計 430,483,243 400,651,082 29,832,161
固定資産合計 431,965,243 401,566,082 30,399,161
資産合計 718,773,716 691,093,523 27,680,193

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

前 受 会 費 99,600,000 97,425,000 2,175,000
未 払 金 6,924,031 6,709,782 214,249
預 り 金 55,178 257,623 △202,445
流動負債合計 106,579,209 104,392,405 2,186,804

　２．固定負債
前 受 会 費 103,387,500 100,267,500 3,120,000
退 職 給 付 引 当 金 1,182,000 615,000 567,000
固定負債合計 104,569,500 100,882,500 3,687,000
負債合計 211,148,709 205,274,905 5,873,804

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産

指定正味財産合計 300,000 300,000 0
（うち基本財産への充当額）（� 300,000） （� 300,000） （� 0）

　２．一般正味財産 507,325,007 485,518,618 21,806,389
（うち基本財産への充当額）（� 0） （� 0） （� 0）
（うち特定資産への充当額）（� 1,182,000） （� 615,000） （� 567,000）
正味財産合計 507,625,007 485,818,618 21,806,389
負債及び正味財産合計 718,773,716 691,093,523 27,680,193

令和６年度　正味財産増減計算書
（令和６年４月１日から令和７年３月31日まで）

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部

⑴　経常収益
財 産 運 用 収 益 106,318 54,962 51,356
受 取 会 費 収 益 132,962,500 134,904,500 △1,942,000
受 取 会 費 収 益 ⑴ （�128,272,500） （�130,612,500） （�△2,340,000）
受 取 会 費 収 益 ⑵ （� 4,690,000） （� 4,292,000） （� 398,000）
受 取 負 担 金 収 益 2,529,000 1,787,000 742,000
有 信 共 益 事 業 収 益 4,432,289 4,168,894 263,395
有 信 八 日 会 収 益 （� 2,780,289） （� 2,584,644） （� 195,645）
有信ゴルフ会収益 （� 1,652,000） （� 1,584,250） （� 67,750）
雑 収 益 0 0 0
経常収益計 140,030,107 140,915,356 △885,249

⑵　経常費用
事 業 費 84,765,605 77,329,436 7,436,169
母 校 援 助 費 22,993,101 17,070,666 5,922,435
広 報 誌 発 行 費 29,092,572 29,015,863 76,709
Ｉ Ｔ 事 業 費 1,787,400 2,065,683 △278,283
会 員 大 会 費 5,570,869 4,895,471 675,398
講 演 会 費 2,080,210 1,806,854 273,356
新年賀詞交換会費 2,654,884 2,642,270 12,614
支 部 援 助 費 14,978,985 13,428,373 1,550,612
有 信 共 益 事 業 費 5,607,584 6,404,256 △796,672
有信八日会支出 （� 3,936,944） （� 4,670,006） （� △733,062）
有信ゴルフ会支出 （� 1,670,640） （� 1,734,250） （� △63,610）

管 理 費 33,458,113 36,383,978 △2,925,865
給 料 手 当 費 12,993,575 17,177,713 △4,184,138
福 利 厚 生 費 1,733,381 2,266,690 △533,309
会 議 費 5,523,134 3,753,331 1,769,803
旅 費 交 通 費 2,738,950 2,636,870 102,080
通 信 運 搬 費 1,692,580 1,510,693 181,887
消 耗 品 費 429,848 691,285 △261,437
印 刷 製 本 費 2,030,153 2,328,667 △298,514
賃 借 料 費 1,086,745 900,451 186,294
光 熱 費 208,679 238,608 △29,929
支 払 手 数 料 費 197,834 180,076 17,758
公 祖 公 課 66,267 58,399 7,868
雑 費 3,917,694 3,303,594 614,100
退 職 給 付 費 用 567,000 1,058,000 △491,000
減 価 償 却 費 272,273 279,601 △7,328
経常費用計 118,223,718 113,713,414 4,510,304
当期経常増減額 21,806,389 27,201,942 △5,395,553

令和６年度　収　支　計　算　書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：円）
科　　　目 当年度（A） 前年度（B） 増減（A）−（B）

　２．経常外増減の部
⑴　経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
⑵　経常外費用 0 0 0
什器備品除却損 0 0 0
経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 21,806,389 27,201,942 △5,395,553
一般正味財産期首残高 485,518,618 458,316,676 27,201,942
一般正味財産期末残高 507,325,007 485,518,618 21,806,389

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 300,000 300,000 0
指定正味財産期末残高 300,000 300,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 507,625,007 485,818,618 21,806,389

（15） 第168号 2025 年（令和 7 年 9 月）




